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研究のきっかけ
・日本は災害の多い国なので、
どのような災害対策があるか気になった。
・東日本大震災で八戸も被災したため、
八戸の防災意識を高めたいと思った。

東日本大震災での被害：津波
津波被害を抑えるには、防潮堤の建設が有効。
しかし、時間と費用を有する。

津波（災害）は
いつ起こるか
わからない

行政的な対策を待つだけでなく、
住民が自ら防災意識を高めることが

必要！

家庭内でできる防災対策
①家具の置き方の工夫
②飲料・食料・生活用品の備蓄
③非常時用持ち出しバックの準備
④安否確認の方法
⑤避難場所・避難経路の確認

他にも、応急手当の知識、
消化・火気器具の安全確認、
情報ツールの用意など

東日本大震災以降に生ま
れたも子も増えている

災害を身近に感じてもら
う方法はないか？

商業施設で楽しく学べる
防災カードゲームのイベント
カードあれば憂いなし
～迷わず逃げよ安全に～


